
　コロナ禍のなかにあっても、各地でオンラインを活用した
交流が活発に行われています。今回は当基金主催2018年
度大学生訪韓団（第２団）団長を務めてくださった中川正臣
さんに、大学での国際交流活動をご紹介いただきました。
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ー大学間連携による子どもたちへの韓国絵本読み聞
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城西国際大学　国際人文学部 
国際文化学科　韓国語コース　准教授

中川 正臣
　近年、オンラインを活用した国際交流が活発に行われて
います。日韓交流の場合、日本語を母語とする学生と韓国
語を母語とする学生が、日本語や韓国語、英語などの学
習言語を使いながら交流するのが代表的な例です。ただ、
私は以前からこうした「私と交流相手」という、閉ざされ
た空間の中だけで行われる日韓交流に疑問を感じていまし
た。なぜなら、交流とは「相手と交わり、その交わりが外
に流れ出るもの」であると考えるからです。
　国際交流は、本来、言語能力の向上や異文化理解、人
間関係構築といった自分のための交流だけでなく、交流相
手と共に何かを成し遂げていく社会的営みと言えます。こ
うした交流を広く捉えた活動は「越境」とも呼ばれていま
す。「越境」は自分が慣れ親しんだ状況である「ホーム」
から、普段とは異なる状況である「アウェイ」へ飛び出し
ていき、自分とは異なる世代や専門分野、国、地域などの
人々と共に「今、自分たちにできること」を考え、実践し
ていきます。「今、自分たちに
できること」がどの方向に進む
のか、その活動がどのように
拡張されるかは誰にもわかり
ません。だからこそ人は創造
的になれるのだと思います。
　私は大学で、2020年から2021年にかけて、この「越
境」を取り入れた「韓国絵本読み聞かせプロジェクト」を
ゼミ生や他大学の学生、教員と共に実践しました。このプ
ロジェクトでは、まず、城西国際大学と（韓国）仁川大
学の学生たちが子どもたちに伝えたい韓国絵本を選び、絵
本の文を韓国語から「子ども向けの日本語」に翻訳しまし
た。また、宮城学院女子大学のベトナムからの留学生と日
本語教育学を学ぶ学生はその「子ども向けの日本語」を
「やさしい日本語」「ベトナム語」に書き換えました。こう
して韓国語でしか読めなかった韓国絵本は、大学生の手に
よって「子ども向けの日本語」「やさしい日本語」「ベトナ
ム語」という言語に書き換えられ、より多くの子どもたち

が読めるリソースへと生ま
れ変わりました。
　さらに学生たちはこの多
言語訳を生かし、さまざま
な背景を持つ子どもたちへ
のオンライン韓国絵本読み
聞かせ会の開催を提案しました。学生たちは混成グループ
を作り、2021年12月にクリスマスイベントとして韓国絵
本読み聞かせ会を開きました。結果は国内外に居住するた
くさんの親子に参加していただき、大変有意義な会になり
ました。
　しかし、この読み聞かせ会は最初からうまくいったわけ
ではありません。学生たちは読み聞かせ会の経験を重ね、
何度も反省会を開き、長い時間をかけて試行錯誤を重ね
てきました。絵本のポスターづくりや絵本に関わるクイズ、
お絵かき、歌を歌う、おしゃべりなどのアクティビティも設
けられました。これらはすべて学生たちが経験から得たア
イデアです。こうしたアイデアを創造する過程において、
葛藤や衝突、あるいは「アウェイ」ならではのやりづらさ
はつきものです。うまくいかない悔しさから涙を流す学生
もいました。一方で、ホームでは得られない学びもたくさ
んありました。「アウェイ」の中で、これまで自分が当然視
していたものを見直したり、母語や専門が異なる人から新
たな知見を得たりすることもできました。こうして当初「ア
ウェイ」だった状況は、出会った人々と協働することで
「ホーム」へと変化し、「子どもたちを楽しませたい」とい
う１つの目標のもと、遊んで、学ぶ、国際交流を生み出し
ました。私はこうした「誰かのための国際交流」の積み重
ねこそが、多文化共生社会の実現につながると考えます。

　皆さんも「ホーム」から
「アウェイ」へ飛び込み、「誰
かのための国際交流」に挑
戦してみてください。それは
きっと「自分のための国際
交流」にもつながると思い
ます。応援しています！

講演会

　2021年度２回目として、３月29日に開催された日韓文化
交流基金オンライン講演会の講演要旨を紹介します。
　
　３月９日の韓国大統領
選は、史上、最も僅差で
の決着となった。保守系
の「国民の力」の尹錫悦
（ユン・ソンニョル）前
検事総長（61）が、文
在寅（ムン・ジェイン）
政権からの路線継続を目
指した進歩系の「共に民
主党」の李在明（イ・ジェミョン）前京畿道知事（57）を破っ
て当選し、保守政権が５年ぶりに復活することになった。
　尹氏の得票率48.56％に対して、李氏は47.83％。その差
はわずか0.73ポイントだった。ついに李氏が敗北を宣言した
のが10日午前3時50分。これを受けて、尹氏がソウル市内
の自宅マンションから出てきたのは午前４時過ぎ。「夜がとて
も長かった」。尹氏が安堵の表情を浮かべながら語った一言
が何とも印象的だった。

　尹氏を昨年11月の記
者会見で初めて見た時に
抱いた率直な感想は、
「お相撲さんみたいだ」。
大柄で、語り口が真っす
ぐだったからかもしれな
い。日本の政治家で言え
ば誰だろう。頭に浮かん

だのは、「野党だった自民党を率いた谷垣禎一元総裁をもう少
し親分肌にした感じ」だった。尹氏に近い関係者は「なかなか
の酒豪で、ざっくばらんな人物。父親がかつて日本で研究して
いた経緯もあり、日本には友好的なイメージを抱いているよう
だ」と語っていた。
　徴用工や慰安婦問題などをめぐり、文政権下で悪化の一途
をたどった日韓関係は大統領選では争点にならなかった。当
選した尹氏も、敗れた李氏も1998年に当時の金大中（キ
ム・デジュン）大統領と小渕恵三首相が合意した「日韓共同
宣言」を基盤に関係改善に取り組むと表明したからだ。日韓
関係が一番良かった頃にまとめ上げられた宣言を持ち出した
のは、「これ以上、悪化させてはならない」との認識があった
のだろう。
　尹氏は関係改善に前向きな姿勢を見せている。その道筋は
大きく二つ。まずは、首相や外相が両国をひんぱんに往来す
るシャトル外交の復活。その上で「歴史問題や経済、安全保

障面などを網羅した包括的な解決案を模索する」としている。
　喫緊の課題は徴用工問題だ。韓国最高裁で敗訴した日本
企業が韓国国内に持っている資産の現金化に向けた動きが
着 と々進み、日韓関係をさらに悪化させかねない「時限爆弾」
と化している。実際に現金化されると、日本政府が激しい報
復措置をとるのは必至。日韓関係は土台から崩れかねない。
日本政府は「元徴用工への損害賠償を含む請求権問題は、
1965年の日韓請求権協定で解決済み。だからボールは韓国
側にある」との立場。これは妥当な主張に思える。
　大統領選から２日後の11日、韓国国会の超党派議員で作
る韓日議員連盟会長の金振杓（キム・ジンピョ）元副首相に
インタビューした。金氏は「韓国では三権分立が強く、最高
裁の権限に政府が介入することは不可能だ。もちろん文大統
領も影響力を行使できない」としたうえで、「尹政権になって
も、韓国内で唯一可能な解決法は、国会で法律を作って対
応することしかない。19年に当時の文喜相（ムン・ヒサン）
国会議長が日韓両国の企業が自主的に寄付する基金を作り、
元徴用工らに支給する形で解決を目指す法案を国会に提出し
た。それを補完した上で立法的な解決を目指すべきだ」と語っ
た。そのためには両国で「反日」「嫌韓」の感情を和らげる
ことが大切だとも強調していた。
　尹氏の提案はまだ輪郭が浮かんだ程度のものだから、過度
な期待は禁物だ。それでも、尹氏が何らかの提案をしてきた
時には、日本はひとまず真摯に耳を傾ける姿勢で臨むべきで
はないか。意思疎通できる日韓関係は、日本の利益にもつな
がるからだ。
　中国は軍事・経済両面で力をつけ、北朝鮮も核・ミサイル
開発を加速させている。ロシアはウクライナに侵攻した。特に
安全保障面で、米国を交えた日米韓３カ国が連携する重要性
は高まっている。
　国家リーダーの交代は変化へのチャンスでもある。だから
こそ岸田文雄首相と尹氏による首脳会談の早期実現を期待し
ている。日韓の首脳が笑顔で握手する姿を内外に示すことは、
隣人関係を再生させる最大の原動力となり得る。

昨年１１月に記者会見する尹錫悦氏

選挙期間中にソウル市内に掲示された
李在明氏（左）と尹錫悦氏（右）のポスター

韓国大統領選挙の結果と今後の日韓関係
～取材現場から～

毎日新聞ソウル支局長／ 2019年度訪韓フェロー
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ソウル大学で博士号（韓国語教育
学）を取得。警視庁から梨花女子大
学言語教育院、弘益大学教養科、培
材大学外国語としての韓国語学科
を経て、2018年城西国際大学に着任。韓国語コース立
ち上げに従事する。2022年４月より学長特任補佐（特
命戦略）。現千葉テレビ「NEWS チバ」コメンテー
ター、現「話してみよう韓国語」東京・中高生大会実行
委員会代表兼審査委員長。
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